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研修報告書

	所　　属　　南陽館通所リハビリテーショングループ　　職　種　介護福祉士　氏　名　赤坂　綾子

	期　　間　　平成　28年　　11月　　29日　

	出張目的　　リハビリについての研修　　　　主催　青森県老人保健施設協会　

	出 張 先　　きざん三沢

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


プレイケア式　レクリエーションマネジメント

○高齢者施設におけるレクリエーションの課題

1人がいない　2時間がない　3予算がない　4教育がない　5基準がない

利用者の一日のタイムスケジュールを考えると、余暇の時間は12時間ある(睡眠・食事・排泄・入浴　　　　を除く) 専門的教育がなく、皆さん漠然とレクリエーションやアクティビティを実施している。

　○高齢者施設におけるアクティビティとは

プレイケアとは→遊びの気付きである。

プレイケアのなかには、アクティビティ(自己実現の為の全ての活動)とレクリエーション(集団的・余暇的要素が強いメニュー)があり、アクティビティは個人対象で時間や場所には制限なくいつでもどこでも行える。レクリエーションは集団で行い、時間や場所は余暇時間(大体14時～15時)で共有部(ホール)で行われる。約8割の施設がレクリエーション、約2割がアクティビティと表現している。

実施する人は、現状として介護職が多いが、実際には誰が行っても良い。

○施設の利害関係者では、①ご家族②職員スタッフ③知人・友人④地域があり、人的資源を最大限に活用する必要がある。

　又、4つの資源として人的・物的・空間・情報も最大活用する事で満足度が高まる。

グループワーク
◎共通探し→①全く知らない方と2人ペア―になり、お互いの共通点を1分間のうちにたくさん探す。
　　　　　　②①の時と違う全く知らない方と2人ペア―になり、外見以外の共通点を1分間のうちにたくさん探す。
　　　　　　③①②の時と違う全く知らなす方と2人ペア―になり、言葉を交わさず共通点を1分間のうちにたくさん探す。
　　　　　　　※始める前に自己紹介をし、お互いの名前をフルネームで覚える。
共通探しのグループワークを行い、①～③の共通点の合計が多い程、他者とのコミュニケーション能力が高い。共通の話題からお互いの信頼関係が生まれる。
1、普段から共通項目を探すような声掛けができていか。
2、対利用者だけでなく、自分の同僚にも同様の会話をしているか
3、プレイケアアセスメントが必要。
　その方は何が好きなのか（食べ物・歌・など）・なにが得意なのかを一人一人分析する。個別レクリエーションには必要。
4、より多くの方に声掛けできているか。そして利用者をフルネームで覚えているか。
◎肯定・否定→共通探しの①～③の時と違う全く知らない方と2人ペア―になり、Ａさんは相手を褒める声掛けをし、Ｂさんは褒められたことを否定する。（1分間）交互に行ってみる。
　　　　　　　その後、肯定も否定もせず1分間話をする。

　　　　　　　否定されている人はとても時間が長く感じ、否定されない状態だと時間が長く感じる。
　　　　　　　　お互いが肯定×肯定の立場だと、否定されない状態とおなじ時短現象がおきる。肯定されるとお互いが楽しい為時間の流れが早く感じる。また、スタッフがレクリエーションへの苦手意識があると、時間の流れが遅くスタッフ・利用者共に苦痛に感じる。スタッフが得意とするレクリエーションを行うのも良い。

　　　　　　　例え→スタッフＡさんは書道が得意なので書道教室

　　　　　　　　　　スタッフＢさんは編み物が得意なので編み物教室　

　

◎物でレクリエーションを考える

4～5人のグループに分かれ、物でレクリエーションを考える。

スカーフ・さいころ・ピンポン玉・コップの4つを使い10個以上レクリエーションを考える。

レクリエーションのネーミングは楽しそうな名前にする。

・物でレクリエーションを考える際は、物の色を気にする。明るい色だと楽しめる。

・色と音が連動しているか→音楽を意識する。活動的な場合はアップデンポな曲にする。

音楽を連動させるだけでなく、レクリエーションの時間の音楽を一緒にしても利用者には分かりやすい。

· レクリエーションを考える際には、単純(ルールが分かりやすい)・明快(勝敗が分かりやすい)

偶然(いつも同じ人が勝つのではなく、誰が勝つかわからない。)が大事。

○月間予定表の作成

　1月の今日は何の日からレクリエーションのネタを考える。

　計画をしっかり作ることが大事。レクリエーション担当で考えるのではなく、1ヶ月のカンファレンスでたくさんのスタッフと考えるのが良い。

　サークル制→月間予定表にスタッフの顔写真も載せる。そのスタッフが得意な事をやってもらう。

例え→1/5スタッフＡさんの得意な書道を行う。メニュー表にはＡさんの顔写真も載せると、利用者には誰が何を行うのかわかりやすい。

メニュー表には、作成者氏名・住所・連絡先を入れると、施設内だけでなく、地域のいろいろな所に配布したり置くことができ、施設で何が行われているのか興味を示して下さる方が出でくる。

　　　　　　　

<考察>

　レクリエーションは、利用者を楽しませるだけでなく、スタッフも楽しんで行うことで利用者の満足度も上がる事がわかった。日々の利用者・スタッフ同士とのコミュニケーションがいかに重要なのかもわかった。何が得意なのかをお互い知ることで提供できるレクリエーションも増える事から、利用者・スタッフ共に楽しいと感じる時間を共有する事で、利用者がまたやりたいと思えるレクリエーションを行っていきたいと感じた。

　　　　　　

